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我把你這張愛嘴，  あなたのこの愛しい口を 
比成着一个酒杯。  酒杯に見立てよう。 
嗑不尽的葡萄美酒，  飲み尽くせない葡萄の美酒は、 
譲我時常醉！       私をいつも酔わせてくれる。 
 
我把你這對乳頭，  君のこの一対の乳を 
比成着两座墳墓。  二つの墓に見立てよう。 
我們俩睡在墓中，  私たちは墓の中で眠り、 





















































嗳！       ああ。 
要得眞正的解脱吓，        本当の解脱を得たいのなら、 
還是除非死！        死しかないのだ。 
死！         死。 
我要幾時纔能見你？          私は何時になったら貴方に会えるのか。 
你譬比是我的情郎，          あなたは譬えるなら私の恋人、 
我譬比是個年軽的處子。   私は譬えるならうら若き乙女。 
我心兒很想見你，       私の心は貴方にとても会いたいが、 
我心兒又有些怕你。       私の心は貴方をおそれもする。 
我心愛的死！       心から愛する死。 








我有一把小刀，  私が持っている小刀は、 
倚在窗邊向我笑。  窓辺に倚りかかり私に笑いかける。 
她向我笑道：   彼女は笑って私に言う。 
沫若，你别用心焦！  沫若、焦ってはいけないわ。 
你快来親我的嘴儿，  はやく私に口づけして、 
我好替你除却許多煩悩。      あなたに替わって煩悩を取り除いてあげる。 
 二 
窗外的青青海水  窓の外の青々とした海は、 
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不住声地也向我叫号。     絶え間なく私に叫びかける。 
她向我叫道：      彼女は笑って私に言う。 
沫若，你别用心焦！      沫若、焦ってはいけないわ。 
你快来入我的懐儿，     はやく私の懐にきて、 



















鳳凰涅槃／天狗／心燈／爐中煤 —— 眷念祖国的情緒／無烟煤 
日出／晨安／笔立山頭展望／浴海／立在地球邊上放號 
























Hygeia喲！    Hygeiaよ！ 
你爲什麼棄了我？   どうして僕を棄てたの。 
我若再得你薔薇花色的臉儿来親我，      再び薔薇のような顔で口づけしてくれたなら、 
我便死――也霊魂安妥。   僕は死んだとしても――魂は穏やかだ。 
Hygeia喲，    Hygeiaよ、 




































   （ヒロン） 
   己は毎年ちょいとの間、アスクレピオス（Asklepios）の娘の   
   マントオ（Manto）を尋ねて遣ることになつてゐる。   7450 
   あれはいつも靜かな祈を父に捧げてゐる。 
   どうぞお父う樣の御感得で、 
   醫者共の夢を醒ましてお遣りになつて、 
   大膽に人を殺すことをお廃させなされて 
   下さいと云ふのだ。巫女の中で一番好な女だ。   7455 
   情深く優しくて、目まぐろしくこせつかない。 
   お前さんを少しあれが所に滞留させたら、藥草の 








 これは、郭沫若の当時おかれていた恋愛状況と重なる。『三葉集』の田漢宛ての 1920年 2月 15日
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我在青春的時候,    私が若かった時、 
摘過一枝紫色的草花,     一本の紫の花を摘んで、 
配了一皮濃厚的青草。     深緑の若い草を配した。 
供在這個破了的玻璃杯中,   この壊れたガラスのコップに生けると、 
花草底精神真是好!    花も草も生き生きとしていた。 
 
 二 
花離了根,     花は根を離れ、 
草離了本,     草は茎を離れ、 
破了的玻璃杯,     壊れたガラスのコップは、 
怎麼把水裝得飽?    どうして水をそなえていられよう。 
莫有一夜的工夫,    一晩経たずに、 
花已憔悴了,      花は萎れて、 
草已枯死了。     草は枯れた。 
 
 三 
窗外的凄風夜雨   窓の外は寒い風と夜の雨、 
助漲我淚湖里的波濤。     私の涙の湖の波を膨らませた。 
死了的花魂草魂   死んでしまった花と草の魂は、 
還在我面繚繞。    なお私の眼前をめぐりつらなる。 
我守着這個破了的玻璃杯,   私はこの割れたガラスのコップを守って、 
飽嘗着――    味わい尽くす―― 
 懺悔底清羹,     懺悔というスープの、 
  寂寞底滋味,      寂寥たる味わいは、 
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5 有島武郎の「サムソンとデリラ」 ― 恋愛における精神と肉体 
 精神と肉体という考え方は郭沫若の恋愛観の基盤である。1920年 3月 6日付けの田漢宛ての書簡
に書かれる、有島武郎（1878～1923）の『三部曲』特に「サムソンとデリラ」を郭沫若がどのように
理解していたのかという問題に繋がる。 
有島武郎の『三部曲』は 1919 年 8 月『有島武郎著作集』第十輯に収録された戯曲で『旧約聖書』
「士師記」のサムソンの物語を下敷きとしている作品である。本来の『旧約聖書』では「士師記」第
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我這瘟頚上的頭顱  この熱病におかされた首の上の頭蓋は 
簡直好像那火葬場里的火爐 まるで火葬場の炉のようだ 
我的霊魂兒，早已燒死了！ 私の魂はとっくに焼き殺された。 
哦，你是哪兒來的凉風？  ああ、君はどこからからきた涼風なのか。 
你在這火葬場中  君はこの火葬場の中 
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